
2 スクリーン印刷業高齢者雇用推進方策

(1）高年齢者の豊富な経験、高度砿技術・技能を企業経営に活かそう

・高年齢者の活用に当たっては、既に多くの企業で行われているように、高年齢者の保有

する能力を十分に活用できるよう、定年年齢以前に就いていた職務を継続して行うこと

が基本と芯ります。

－ただし、一部の製版工程や検査工程等工程によっては、加齢に伴う視力の衰えが作業効

率の低下に直接結び付くケースもあります。

－したがって、必要に応じて、在庫管理や印刷助手などの軽作業といった視力の衰えを力

JCーできるよう芯職種に配置転換することが考え5れます。
・一方、高い技能・技術を持つ高年齢者に対しては、若年層への技能伝承のための教育・

指導的な役割を担ってもらうことも考えられます。とうした高年齢者を指導者として育

成するための教育も必要に芯りましょう。

「スクリーン印刷はオフセット印刷と異なり、たとえ同じ印刷物であっても、会社によ

ってその出来具合に大きな差が出る．何故ならスクリーン印刷は、職人の技がオフセット

印刷よりも製品の出来に多いなる影響を及ぼすからである．なので、ベテラン職人の技術

を若い世代に早急に伝承しなくてはならない．」とA社の社長は強く語っています．

[ 一再雇用者の側灯宥有司

B社では、 60歳以降、再雇用者された者については、雇用形態は嘱託社員とし、役職

はそのまま継続することになっています。ただし、仕事内容は、身体的には負荷を軽減し、

その分、頭を使ってもらっていますo B社社長は、「いまの60歳は体力もあり、 60歳以前

と同様の仕事をやればできないことはないと思うが、管理と教育に徹してもらい、下を育

ててもらいたいJ と語っています。
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ー圃圃園田l 2.スクリーン印刷業高齢者雇用推進方策］

[ －業紛野ごとの高齢者活用の可能性直面彊

「仕上げ・加工部門」は「経験があればほとんどの高齢者が従事できる業務である」と

する回答が多くなっています．これに対して、「印刷工程』は「経験があれば半数近くの

高齢者が従事できる業務である」とする回答が多く、「検査工程』は「経験があっても高

齢者が従事することはむずかしい業務である」とする回答が過半数を超えています．

園 業務分野ごとの高齢者活用の可能性について
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定年を迎えても仕事の内容を変えない企業が6割を超えています．一方、 2割の企業は

個人により仕事内容を変えており、1割強の企業では定年を迎えると仕事の内容を変えて

います。

図仕事内容の変化
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(2）動易形織、就銭形鍛奄多織化し、高年働者の·~諸儀会唱E鉱大しよう

・怠揮を迎えた11年航者切蟻恋される職筋によって1章、フルタイム’ttllfでなく1:"もよい
治会、もしくは錨関雌飴務の1）＇；；が灘保を盆み也レやすし・噸陰があり雪量す．

・よって‘ 60総量随以前と同舗のフルタイム’tt/111伽践に加えて．フルタイム≫，で隊
あるが残訓障や休日出働陰極カ符わ怒し＼， ~除、短時雌飽.といった聖書カ的怒鋤轡Ill.肢
を用取'tるととで、 11'＇年鈴苦言1ζ対する食衡の寝減と縫盆の虫歯.化め両立が可能かどう
かについて検討するととが攻められ穆't.
・＿，号、毎年航者吸配置転燥するととによI).特定の韻門、工程lζII＇年航者が・ってし
まい、人員繍.Ill!がいびつ（i:怒ってレまうととら考えられま"t.
. ；：こうした治会lζ1草、ひとつの仕g緩急入め短時閣勤務め篇年総者が行51.Jど、鰻られ
たit，め忽かで覇軍年総指の雇用機会後盆大宮るために、ワークシzアリングの視点唱E
婦宅J;jt1,J:が5、短臼・短鯖則飴務暢雌映以”入.'tるととち倹射しまレょう：；.
・4昨tきて、g，年鋤貨が135のベースで鎗くととがでをるよう忽繍鈴子会桧智被:i:z,.，－るこ
とも考えられま’－

［ ー聞と時＠鵬棚崎信

定年e迎えて司~ rit量宇宙tと興じJ泌・形織をとっても、品企iuta創‘r定..，よv1aco 
調店舗書事”が·＂·・ーi.a・-ti·少ないJ 獅銭形織としている企atl21Jとなラてい~す．

．．蟻司s・
定年館より 1自の
”・E事蜘暗躍もk
＊たは泌総関織が少ない

19.2% 

ー；ユ1I＇＇・・＇＂，ぶ目

定年紛と興じ自由S語
紙鳩%

鈍＝官轟

ctまでf払今．暗闇...鎗•tiet・えて＜ t.ζとから. .，.：！！：でど•vフル11イA・a婚の
みでは・調II（［•障す轟ことがI·（，~＼，という周恩nt:•:tえ．今携でどおりのフル9イ
＆・eで．〈’R’Sに’唱えて、 2盟関則飽舗のパートとして．〈ヨlf:lli:1げることでa・m唱置の
沼周織舎の鎗大f.-11るうとしてい志す．
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・・・・ a淀川・淵雌副岡崎b 盤齢’E】

(3）嶋崎鷹鴻司E滋俗し、身f$面の軍医えによる作織強調障のGrf~fjごう

・スクリーン印刷の織合同」オフセット印刷と遣しL 作事憎当者の健織や’~.ヵ•＜ζ領
るr.11分th貨をきいととから、 1Ji]t;fζ事事う体カ等の低下があったとしても、ぞれを緩衝カ
でカバーし紘がら・－－で鰍λている11，年鈴者が多く怒ってい;J:'f'.
・t:t主｛，¥':) 'l:宅語、阪の移動や印属舗の磁滋め般に体カ奄1'!3ととも怒り、像力の低下し
た11，年航者にとって民主疲労織の織犬、懐郷等を号Iiき起＜：'f'裏lilllζtJ:Ob~:J:~さん．
・したがって、版や印刷紛の毒事動．搬送電円滑に行うための陵情司E怠..~陣入したり、
鷹存め般欄ぞ改良するととが考えられ:J:'t'.

• :J;j!t.、工程によってむ章、後プ減河際えt!作鍍効$のi低下唱E抱く自量れもあるので．照明の
波・itf苦5ととも考えられます．
・鎗場湾機のE虫.唱Eその喰婦で．く従S韓民全員の，ti!や嘗芝、ひいて民主銭感の効~！；！と
つ稼げるといっ1tj滋桜内賞められます．

l －婦に怠民団融も贈呈

。聖士では、加・~事事い.カの集えた湾相llllWf.-a注工縫からはずすv.UW耳a・それ
ほど細かい作貨のお療のない惨事置に.i!億綜銭すt.；：：とがおります．

[ －割問潤蜘切り

E書士では．今後湾竃.1114障がt踊轟のに割u除、捕事j厚生，Eで自に良いサプ!Iメントe11布む
よう念してい自障す．

・・・・・・・・E孟這潤＇.； ~ .1樗~守

F書士で餓.~寵Jll容についても還後処と”僚にー鎗鈍織鯵司書‘生活鴛積術検鯵＂災S唱し
てい＊す．今後.S:銭信による定締約危期目僚会＂＇量げる乙＆を敏悦してい＊す．
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(4）高年齢者の能力に応じた賃金制度を整備しよう

高年齢者の能力に応じた賃金制度の整備

・年齢や勤続年数に過度に依存した賃金体系を採っている場合は、定年年齢到達前と定

年年齢到達後の賃金の継続性を切り離し、定年を境に、高年齢者の能力や役割、会社

に対する貢献を基にした新た芯賃金・処遇制度を導入する乙とで、経験豊富な高年齢

者運転者をその仕事内容や労働時間に応じた賃金で雇用する乙とができます。

・乙の場合、たとえ名目賃金が下がったようにみえても、在職老齢年金や高年齢雇用継

続給付を受給することにより賃金の補填が可能となり、実質的にはそれほど賃金の目

減りがないことを、高年齢運転者に理解してもらうことが大切です。

園 印刷業における年齢別所定内給与額
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出典：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」 （平成16年〉



・・・・ a淀川・淵雌副岡崎b 盤齢’E】

•>l=I ,•I ii::.i• 

定年el!え皐と鎌倉ttr'Ftft皐念織が．続士のうち終t:eo!i~てい~す．

．黛年≪l.l:l:tペ象年収実倉の底引己 主IJf尋

・＇.t>品ない
33.3" 

o.o" 

τがる

88.7’‘ 

同＝27

l －持制湖沼聞と繊凶勉・臥－ J 
-f:t)~量、フルタイム鎌織で年叙鍵禽が事lit 門事町80＂朱禽』となる企織が41.胤弘
r紙ト90＂朱aJ.r，鉱炉70＂朱aJ112糊鴎とti:ってい..,.. 
賃金に年金..付食事事者加え念級入者み晶1::.r90＂以土 Jがヨllf'Mt!錫えておu
Iiト S綿怠aJ.r1鉱炉90＂怠aJ111羽目鳴と~？てい＊す．

・定鯨・a.1:t>鍵＊•叙:A.‘幅減書量 (b.I;車事会合んだ複λf.llHI)

貸金骨.. 
(N醐袖｝

想命脅ん採取入
〈剣醐1防

a’‘ 却’‘

首官毒

40" 制’‘ 制緩

0.0 

市桝

｜・ 糊紬 ． 蜘眠紬白砂慨絹口伽僻輔 ． 蜘側糊 口 糊恥｜

・・・・・・・・＿.L，；泌ーl!!I吋砂量4 I;; I. ーし.~－~~·ーミ~長，..ー’＼｝吾孟ヨ
Gttで1:1:.8（鴻以前と以降で1:.曹l.ltt:•の酒E化のない者についてt;t, &Ii拠般の．際社
民とし、賃金t:tao・以前の2制緩での3専属llll:t;tU:f!す．四方、叙灘以隊．像世障に’E域な
4士司，l:lt（司Eは、 1毎..，，.の聞臨終・Jlとし．策会l:l.4'制緩での潟属馬とl.l単調Eす．
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鹿沼磁調Eと鎌倉微調Eの－~1.iについて

・6α歳以降のR軍年締者I＜：~し司~！車、賃金の鉱下によるlllJIJ(として風用保験t:f'S紛f<.t.！：：~

iiJ革年綿斑用縦続紛f<jがヌ，＆＜！れま宮.'ij;fl::.、厚生年金からは傘”老徐年金が減額セ
はありますが、交織aれl>・合がおひま亨の守、術革手働者I＜：程調障し可ごもらい砿~5、
賃金コストを抑える鮫針が必擦と怒りZましょう．

0総－・m継続給付と民主
・ 60線以上.85：・米潟の被保倹舗な 60.11鈴·~1ct拡ぺて賃金が低下して鍬，Eている高若手
鯵轡IC.対じて給符金を支給曹る申肢t!嘗．
・湾年鉱n継続S薄暗古付金受給条件俗、
1.後保検事雪期間がお年以上あるとと
2.原則として60・時点letむぺて賃金が7596未満1ζ低下しているごと
3. 鎗付笈:ie•1~損金宮正下車！と応じて1696から0.8896の嶋田守66織まで交信念れま
す．

・高年第将軍t織飴付金受給条件は、上箆象伶に1闘えて．潟航機の駒田IC笛耳障手当の鴻図
書量tl'IOO回以上の場合til年鳳念。。回以上4鳩合111:2年厳支総されます．

4障策・e「F•e‘・・・Ill鎗鱒‘怠惨付金禽．訓障とIOH

ー盆＂＂ ・L fl ( •• 
ぬ~~以• .,I;. ! a行鎌倉句~~.I ・m制’閉鎗？.~.~
740" ; GBB" I 容•.SS"

：~~ ; ：~；~~ I ：~~：~ ーーーー ー－no" : 2.19" I u湖%
ーーーー ー－

71.0" ; s.sa" I 1.47" 

：~~ ; ：~~ I ！：~：~： 
剛% ？ 制課l ~.~ ーーーー ー－
-.0’‘ i e.n" I 288" 
17.0" i ？必%｜ 主役%

ーーーー ーー制% .l. 釧錫｜ 糊%
箇繍 i 1Q.OS" I 4車問

“o" i 11.2S" I 4.輔，gーーーー ー－
：~~ ! l~~ I ：~：~： ーーーー ーー
飽a’‘ i 1S.70" I 事総%

111.0＂以下 1 1SOO" I s.oo" 
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・・・・ a淀川・淵雌副岡崎b 盤齢’E】

a II殿噂働苦手倉の黛獄明f.at:.
減梅線鋤庖淘鎗総総事fとの”’車両置の4事JI:奇襲

'" 目τ下

合般車’B告般が沼3’l'I~止「F

．線網周軍事’‘’E‘寧周・
お串m，匝＋・剣.，.・繍働書量ー描3宮内咽筋肉以下

描寓同級下
43万円令義串月’E崎製11.71'1＋•輔爾m・順当，a闇...，，

鎗線網開錦繍働繊

崎3宮崎＋鎗・•l'lh••ー咽田町内

輔n円以下
輔＂l'I・－

総湾問自E
崎n肉眼

2主時‘本周’E 年合唱It-総~.IIで愉＼，~I”
定2) ・‘•.11•繍1JI・ r・n申鍵•＜•鴫編n・0』＋ n想.骨量帯〈．． 麓噂IO申告併／制

OB'：年C•期館館お付.t'.年金.t'.ctl胴.

・割高年齢穏期自陸続鎗付唱E授けてし1る鱒俗、自6鴛未演の方！と支払われる老齢厚生年金

ー定舗の支払が惨止Eされます．

・とのー定書聞とi孟賃金とを’E老鯵年金の鍵Illと飢えて、 ~6li:i'I年齢沼周鉱－付l
fぜ績に応じて領海綴－~·め0'16か66'16の嶋圏内モ決まります。

に笹木

金支樋憎止

司監
i 一一「－

i酔師周働制
＆ 

〉｜

M！，・写会・.匁織lllll鋪鏑鎗将司静イメージ

嶋

L
E－

． 

章治帯広寄れ:f::.思・帝I>
鎌式exで書！＞I:意書H’
il:c#I）寵't
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oso•からの賃金虫鈴

·•考働年会1慮、 20M （衝後唱持勢後｝か5長給権発傘”までの問で払い出υ，re:保険
斜のもとと.g;：＞た繍酬月.の鳳4置はより決まりま曹ので、年会舗は従象風ー人ひとり実
怒りZます．
・雇用保険か5紛付と怒る禽年齢雇用継総輸付i車、測す賃金制低下によって決まりま.，.の
で、条件があてはまれ”と一律怨交織と~ります．
・したがって、 60車置から夜演会波野1弘賃金鉱下の鋳合tl'ittイントと1Jりま曹．

ぽF、賃・宮崎aレ四シヨジ官官官．

シ理aν圃シ語＞r:::•1t~，て＠般傍
・依田融鱒唱団舞金3広方向
・年金電車総～鈎歳｛繍硯比例案鎗｝・・・・・曹司万円

ω鎗特別交総＠響曲’厚~年...・・ 162万円
6噌〈ぞ祖師窓生事·•·・・年必・. 16事万円

保~年釦畔加入・•t輸相暗円とレて事事ω

.鴛・U"fJ’唱f59961;:a1..1t•合
咽咽h タ－.:ii’ ・昆’E’

a・ 輯’，7曲 220,刷B ① ＊・ぽ1'4'掛集配微調E
－圃岡山 。 is.I踊 ＠ 信下唱量的総与の綿貫鱒付

③ 
停止償；(220.0朝令湾紙間耐調関!RI）やま＝

事鴨.... 。 刷、1111)
す周期令13.200CPUlll量的6X)

e・t41A 揖’，7閣 回 3曲 ＠ 制鴻m，の鍵・のS畠＂K 下となり車.，.
金値越a・・・a・・・・・・ 、叫問a・ 制控＠ ..相関周舗の漁度調崎千円＝時治千円

合．．． ” &%14 1.a63 
．．．． ” 舗,992 1島岨薗

.....” 主忽路 ’S個 斑周4踊働厳島／1繕拍

’ー，.... ’S蝿 ’J冊 労組保険串6/1IJI滞

..  主社．．． ”’，.flt冊 4却m 2静4& 唱b領制%の趨≫tな型車す
－盆・－ 制0,129 制亀幽・ ①＋⑤ 

撃掴揖由．織とな枯草.，.
．．． 靖司量．．． ． ．．． ” 、叫，7&11 ー割勘 畿棒鋼E四月鎖的議史認拍手問時2蹄午丹
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ー圃圃園田l 2.スクリーン印刷業高齢者雇用推進方策］

表賃金低下率を73.54%に設定した場合

60麗 ケース2 補足説明

賃金 361,700 266，αm ① 賃金低下を73.54%に設定
雇用継続鎗付 。 2,340 ② 低下後の給与の0.88%給付
在職老齢年金 。46,990 ③ 停止額＝(260,000 + 75,800-280,000）÷2= 

27,900+910（標準報酬月額の0.35%)

合計収入 361,700 315,330 ④ 60歳時の賃金の87%の低下となります

会社祉会保険負担健康保険料 14,760 10,660 標準報酬月額の改定 360千円＝争260千円

介護保険料 2,214 1,599 

厚年保険料 26,992 19,494 

雇用保険料 3,255 2,394 雇用保険率9/1,000

労災保険料 1,808 1,330 労災保険率5/1,000

事業主社会保険料負担合計 49,029 35,477 ⑤ 約72.35%の軽誠となります

事鍍主負担鎗額 410,729 301,477 ①＋⑤ 

約73.40%の軽減となります

被保険者社会保険健康保険料 14,760 10,660 標準報酬月額の改定 360千円寺260千円

介重保険料 2,214 15,99 

厚年保険料 26,992 19,494 

雇用保険料 2,170 1,596 雇用保健率6/1,000

源泉所得税 7,200 4,190 扶養者数1名で算出

被保険者社会保険等負担合計 53,336 37,539 ⑥ 

高年齢者の差引収入額 308,364 277,791 ④－⑥ 

差引後の高年齢者の収入は約90.08%の低下に
とどまります

・シミュレーションからいえることは以下のとおりです。

1 .賃金・雇用継続給付・年金の合計額については、 60歳以前の給与が低い人の方が、

高い人よりも高い率となる。

2 賃金の低下は60歳時の60%かう70%台であっても手取りは90%近くの高い水準

を維持できることになる。したがって、 60歳時の賃金の60%がポイントとなる。

※社会保険料の試算は平成19年9月の政府管掌健康保険のものを採用

※全国印刷業健康保険組合は、健康保険事業主負担が3/1000、介護保険負担が

0.65/1000高額となるため、同組合加入の場合は法定福利費がその分上昇となります。

※源泉所得税は平成19年1月以降分を採用

※賃金シミュレーションは試算のため実際の給付と異なる場合がありますので、あらか

じめご了承ください。
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．く悠司費、司＝~ペーション毎週臨める賃金銅.の・・

・忘年年般観鳳活が忘年年僚理随時lζ湯議会奄受け取ったり.60威以鱒遺書織する僚に：a
喰老鯵年a主を受鎗す~tJ:ど賃金以外の収入があると‘隠として、娠しI,）（：と令官臨い白
”に向かってチψレンジしようといった鎗欲、モチペーシヨンが低下レてし:J:う怒れ
があり:J:'f'.
・とうした績績を防ぐために隊、.年鈴苦言の働く慾費量、モチペーシヨジを怠年五事鮫混量量

以降も鎗鍵させていくため♂曜~·やしくみ綾穆入するととが温裏です．
. ,lえIt、湾雇用者契約鴎！こそのE高年鈴越の就くtt，の内聖書や患う役慣によって鎖反飯
常事Eえた弘貧与部分1；：筆宣~－般げて、・＼？IC見合った分の貸与を支払うようにする
ととが考えられます．

・2また、契約更斬の際IC適量＜1年め労‘成織により鍔鎗亨るとと唱E再雇用契約のゆ1ζ明
’Eしたり、鎗鎌雇用期間修了時ICも•＼！1ζ応じて渇議舗紛）会唱E亥払5tJ:ど、型国舗
の首Eかった者1；：対して駐車金銭マフ才ロー・TることtJ:ども考え5れます．
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(5）重要なのは、高齢に怠っても企業に必要芯人材であるとと

・高年齢者の雇用を推進するには、高年齢者の数十年にわたる職業経験の中で得られた

知識・技術・技能・経験等を有効に活用するととが前提と芯ります。

・その際、新た芯能力開発を行うととにより、高年齢者の保有する能力がさらに向上し、

職域の拡大に結び付く場合があります。

－例えば、製作現場で長く職人として働いてきた者が、たとえ必要最小限ではあっても

マッキントッシュの操作方法を身に付けることで、自らの技術・技能の幅を広げたり、

若年労働者に対して的確芯アドJCイスを行うことができるといったケースが考えうれ
ます。

－従業員としても、一人ひとりが自らの就業可能性の向上に主体的に取り組むとともに、

現在の技術に安住するとと芯く仕事を選択していく時代であるという気付きと意識改

革を図っていく乙とが重要です。

－また、 60歳以降の就業を見据えた健康管理、働き方、生きがいや資産管理、生活設

計について、 50歳代、早ければ40歳代のうちから従業員自身が主体的に考え、目

標を設定し、その目標に向かって実際に行動する乙とが求められるのです。

・企業としても、そのための動機付けときっかけづくりのために、社内におけるセミナ

ーを開催したり、自社内における開催が難しい場合は、外部のセミナーへの受請を奨

励するとと芯どが考えられます。
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推進方策ー圃圃園田l 2.スクリーン印刷業高齢者雇用推進方策］

60歳以上になっても働くために求められる対処や準備としては、「健康管理や体力づく

りに注意する」が8割弱と最も多く、「いろいろな仕事の経験を積んでおく」、「コンビュー

ターなど新しい機械や設備を使えるようにする」も4割を超えています．

園 田頃の準備や対処
(%) 0 

健康管理や体力づくりに注愈する

いろいろな仕事の経験を積んでおく

コンビューターなど新しい楊械や
殴備を使えるようにする

専門能力を身に付けたり、
資格の取得に励む

生活に困らない程度に蓄財しておく

自分自身の職業能力について
長期的視野で考える

その他

I 中小企策定年引上げ等奨励金

20 40 60 80 

75.2 

N=467 

常用被保険者数300人以下の事業主が、就業規則等により、 65歳以上への定年の引上げ
または定年の定めの廃止を実施した場合に、その経費として一定額が支給されます。
また、 70歳以上への定年の引上げ又は定年の定めの廃止を実施した場合には、上乗せ
して支給されます。

【支給金額】

65歳以よへの定年引上げ

II 雇用環境整備助成金

40万円

60万円

80万円

70歳以上への定年引上げまたは定年廃止

80万円

120万円

160万円

常用被保険者数300人以下の事業主が、 65歳以上への定年の引上げまたは定年の定めの
廃止を実施後1年以内に、 55歳以上65歳未満の常用被保険者に対する研修等を行う場合、
研修等に要した経費の1/2が当該事業主に対して支給されます。

お問い合わせは、都道府県高齢者雇用開発協会まで（裏表紙参照）．
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